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植えた木々を見守る 

 島根県のスギ・ヒノキ人工林は成熟し、収穫の時期を迎えており、これに伴い伐採面積が増加しつつありま
す。伐採後には再び造林する必要がありますが、下刈りなどの植栽後の保育作業には多くの経費を要します。
このため、下刈り回数を削減できるような植栽後初期の成長の良い品種が必要とされています。また、スギ花
粉症は社会問題となっていますが、島根県には花粉を飛散しないスギ品種はなく、無花粉の品種の開発が求め
られています。そこで、成長が良く、かつ無花粉の品種の創出を目指した研究を行っています。 

 また、当センターでは多様な森林を適切に育成することを目指して、１）スギ・ヒノキ林で植栽木の密度を
減らすなどによって林業の採算性を向上できるか、２）コンテナ苗は植栽後の成長に問題ないか、あるいは
３）海岸林でも植栽できる広葉樹はないか―などについて、実際の造林地で継続して調査・研究を行っていま
す。 

１）林木育種 

 スギ・ヒノキ種子に遺伝的な変異を誘発したのち、これらの種子を播き、育苗します。そして、成長の良い、
あるいは無花粉などの優良な形質を持った個体が形成されていないか調査しています。さらに、優良な個体同
士を交配させるなどによって、品種を創出します。また、林木の育種には通常長い年月を要するため、DNA解析
による選抜方法を活用した育種期間の短縮も試みています。 

２）森林育成モニタリング 

 当センターで既に設定した①スギ・ヒノキの低密度植栽地、②スギ・ヒノキのコンテナ苗植栽地、③海岸林
における広葉樹植栽地等において、林木の成長を定期的に調査しています。また、必要に応じて、新たに植栽
地を設定して継続した調査・研究を行います。 

 本研究によって、成長が良く、また花粉の飛散しない優良な品種を創出でき、再造林コストの削減や花粉症
対策に寄与できます。また、林業の採算性向上や環境に配慮した森林育成方法の確立に繋がります。 
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